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＜連絡事項＞　
・特記事項無し
＜患者様連絡事項＞
・澤口　利香様～保険会社から転落事故について問い合わせあり。今後の対応は東病棟で行っていく。聞き取り調査の依頼を受けているが、家族を通して保険会社へ内容と聴き取り対象について確認し、今後の対応について検討していく。
・澤口　利香様～排便に固執した訴え聞かれ、下剤や頓服の訴え頻回。深澤Drへ状態報告し、本日より就床前薬にグーフィス2Tが追加。シンラック液については1日1回15滴まで希望時服用可となる。
・工藤　悦子様～本日、桜桃庵スタッフと面談実施。
施設での受入可能との事で、3/30　14：00施設入所の為退院予定。今後の通院については、南部病院通院予定。退院時にはサマリーと紹介状、退院時処方1週間分を持参。
・大脇　ユミ様～血糖コントロール良好な為退院調整の指示あり。
長女様へ確認し、4/7　14：00サービス付き高齢者向け住宅「しもなが」入所の為退院。初外来は5/1　10：00で調整している。

・伊藤　和子様～知人（三浦様）の面会時に、スタッフへの威嚇的な対応が見られるようになり治療についても拒否発言が聞かれている件について、主治医・AOMへ相談している。警察に訴えると話している件については相手に任せるが、治療については適切に対応している為治療妨害をし病棟及び外来での対応がエスカレートする場合には、管理者と相談して警察対応していくよう指示あり。

面談希望している件については、第3者に病状説明は出来ない為、入院同意者の妹様に連絡を取り家族の了承を得られるのであれば、書面にて同意をとり病状説明の面談実施は可能。まずは、家族へ連絡を取るよう指示あり。主治医から知人へは上記内容について説明済。ＳＷから外部関係機関へ情報提供を行い、各関係機関でも知人に対して対応していくとの返答あり。

・高橋　ミイ子様～本日分点滴2本処方となる。
・袴田　将志様～明日から、20：00～6：00の時間隔離へ変更。3/27は朝6時開放するよう指示あり。
・佐藤　ミツ子様～昨日ゼリーの間食要求あり摂取している事から、食事をハーフ食へ変更検討している。
・田端　テル様～食事変更希望あり、大盛りから普通盛りへと変更。
・松田　善治様～日赤受診の調整行い、4/4　10：00　消化器内科予約となる。
家族へ連絡し受診調整実施、当日はニチイスタッフが受診付き添いを行う為、9：00にニチイスタッフが迎えに来て御家族とは日赤で合流予定。介護タクシーは依頼済み。
・松田　善治様～喀痰培養の結果、MRSA（1+）。
・木村　格治様～本人希望にて麺禁に食事変更。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。10:00～16：00開放観察中。対面時は穏やかで過度な飲水要求は無いが、眼光の鋭さ見られている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。服薬の拒否強く「感覚障害が治らないから飲まない」と訴え、食後の飲み物も警戒して拒否している。声高さはない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。開放前にはドア蹴り見られ、開放中も奇声発し徘徊見られるが、迷惑行為はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。昨日19：00に粗暴行為見られているが、自ら頓服希望し服用後は落ち着いている。今日は幻聴の訴えなく落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよ
う看護介入を行っていく。

・佐藤　ミツ子様～両手・体幹身体拘束中。食事は拒否強く数口のみ摂取。服薬は拒否発言聞かれるが、促しにて吐薬無く服用。指示の点滴はトラブルなく施行している。大声で叫んでいるが、一時的に拘束解除して離床すると静かに過ごす事は出来ている。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。バイタルサイン異常無し。経管栄養もトラブルなく施行。日中は傾眠傾向で過ごし、拘束を外すよう要求する事は無い。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。バイタルサイン異常無し。ＭＧチューブを気にする様子は無い。経管栄養は嘔気を訴えることはあるが、滴下調整にて嘔吐無く経過。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・美玉　憲一郎様～体幹のみ身体拘束中。酸素マスク外しあり都度介入要している。訴え頻回にあるが、介入への易怒性はない。午後より悪寒振戦あり体温38.3℃まで上昇。酸素飽和濃度80％台へ低下見られ、酸素8Ｌ流入している。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。妄想発言聞かれず、対面時穏やか。ベッド柵から足を下ろしていることはあるが、乗り越えようとすることは無く、危険行為は無い。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～体温37.3、クーリングにて対応している。食事は自力で摂取困難の為、
　　　　　　　　　介助にて1/3～1/4摂取。動悸や呼吸苦の訴えはない。

・松田　善治様～バイタルサイン異常無し。痰鳴著明で、適宜に吸引施行し白色粘稠痰
　　　　　　　　多量に除去。内服時も数口でむせ込みみられ嚥下困難、直ぐに吸引要している。

・藤井　崇史様～放歌・干渉見られるが、他者トラブルは無い。本人から頓服の希望もなく過ごす。
・瀧澤　杏奈様～食事・内服拒否無し。11：00まとまりなく退院について訴え聞かれ、説明にも徐々に易怒的となる様子あり。11：30リスペリドン内用液（1ｍｌ）1P服用促すと拒否無く服用し、以後徐々に落ち着き見られている。
＜馬渡Dr診察情報＞
・松田　善治様～臨時薬は同内容で7日分処方。点滴の本管は同内容・明日より抗生剤はセフトリアキソン(1)2V　1回/日→バンコマイシン(0.5)1V　2回/日へ変更となる。又、3/28に採血(セット3)の指示あり。
・見付　幸一様～臨時薬はバルプロ酸4.5mg→6mgへ増量、他同内容にて7日分処方。吸引指示・経管栄養は同内容で7日分処方。血糖測定は朝・夕の2回→昼のみ1回へ変更となり、7日分指示。
・泉山　紀子様～臨時薬は同内容で7日分処方。体重について60㎏を目標とし、栄養スタッフと相談するようにとの指示あり。
・伊藤　和子様～臨時薬はロナセン24→20mgへ減量、シクレストは中止となり、他同内容で7日分処方。最近は内縁の夫である三浦氏より病状説明や退院要求、治療方針への要望などが頻回に聞かれ、時として病棟での対応に苦慮することもある状態とのこと。本日面会時に基本的に家族以外の人には詳細な病状は説明出来かねる事を主治医より改めて説明したところ、渋々了承される。今後の退院についてもまずは妹の意向をしっかり（できれば書面で）確認し、関係各機関と連携を取っていくことを説明した。
・熊谷　樹里様～臨時薬は同内容で7日分処方。退院調整を進めるようにとの事。
・小笠原　聖八様～臨時薬はチアプリドが中止、メマリー10→15㎎、コントミン25→50㎎へそれぞれ増量となり、他同内容で7日分処方。
・中村　隆様～臨時薬は同内容で7日分処方。退院支援を進めていくよう指示あり。
・金子　トヨ様～臨時薬はクエチアピン25→37.5mgへ増量、他同内容で7日分処方。
・佐藤　光子様～臨時薬は同内容で7日分処方。血糖測定も3検は継続となる。退院の調整を進めていくよう指示あり。
